
21 － 18
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－

審判 主審 副審

山の下 南大分
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 9 2 0 3 4 4 ＊ (C) 9 3 0 0 3

5 4 0 2 0 0 5 ＊ 17 4 2 1 1

6 ＊ 5 1 1 0 2 6 ＊ 4 0 1 2 2

7 ＊ 15 3 2 2 0 7 ＊ 25 0 11 3 3

8 ＊ 17 0 5 7 1 8 0 0 0 0 0

9 - - - - - 9 - - - - -

10 - - - - - 10 2 0 1 0 0

11 ＊ 11 1 4 0 1 11 ＊ 8 0 3 2 5

12 - - - - - 12 - - - - -

13 - - - - - 13 - - - - -

14 - - - - - 14 - - - - -

15 - - - - - 15 - - - - -

16 - - - - - 16 0 0 0 0 0

17 - - - - - 17 - - - - -

18 - - - - - 18 - - - - -

61 7 14 12 8 65 7 18 8 14

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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　山の下は２－３ゾーンDef、南大分はハーフコートマンツーマンDefでスタート南大分＃６の２Ｐシュートで先取点を
上げる。その後も＃５、＃７、＃１１で着実に加点していく。対する山の下は、＃７の３Ｐ、＃８の２Ｐで対抗する。両チー
ムとも落ち着いた立ち上がりであった。２１－１８、山の下がリードして１Ｑを終了する。２Ｑは、南大分＃４の３Ｐが決ま
り同点とする。南大分は＃７を中心にゲームメイクを行い、得点を加えていった。対する山の下は、ボールマンに対し
ての厳しいDefを行い、相手のミスを誘い、速いゲーム展開を行う。３９－３５山の下リードで前半を終了する。
　３Qは、南大分の＃５の３Pシュートの得点を皮切りに、３連続得点する。ここで山の下がタイムアウト。その後、＃１
１が２Ｐを決め、落ち着きを取り戻す。山の下は、プレッシャーDefから速い展開を狙うが決まらず。対する南大分は、
＃１１の２Ｐ、＃７で加点をする。また、Defプレッシャーをかけ、山の下に思うようなプレイをさせない。４９－５６の南大
分リードで終了する。４Qは、山の下がアグレッシブなDefをし、速攻を重ねる。＃７、＃８、＃１１が得点を入れ、南大
分はたまらずタイムアウト。このとき得点は５７－６３の６点差である。ここで南大分はDefをハーフのプレッシャーDef
に変え、流れに乗りかけた山の下の得点は止まった。山の下が最後まで粘りを見せたが６１－６５で南大分が勝利し
た。
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